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尿道に発生 した尖形 コンジローマの2例

群馬県立がんセンター泌尿器科

土 屋 清隆,清 水 俊 寛,佐 藤 仁

TWO CASES OF  INTRAURETHRAL CONDYLOMA ACUMINATUM

Kiyotaka Tsuchiya, Toshihiro Simizu and Jin Satou

From the Departmant of Urology,  Gunma Cancer Center Hospital

   The first patient was a 43-year-old man with complaint of urethral bleeding. Two small papil-
lary lesions were found at the fossa navicularis. They were diagnosed as condyloma acuminata 
and excised. The second patient was a 26-year-old man with complaint of tumors at the prepuce, 

glans and fossa navicularis. They were diagnosed as condyloma acuminata. Circumcision, 
electric fulguration and excision of urethral tumor were performed. 

                                                   (Acta Urol. Jpn.  38: 351-353, 1992) 
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緒 言

尖形コンジローマは,ヒ ト乳頭種ウイルスの感染に

よって起 こるウイルス性疵贅で,男 性の好発部位は,

陰茎包皮,冠 状溝,亀 頭などであ り,尿 道を侵すこと

は稀といわれている.わ れわれは,尿 道に発生 した尖

形 コソジローマの2例 を経験したので,若 干の文献的

考察を加えて報告する.

症 例

症例1

患者=43歳,男 性

主訴:尿 道出血

既往歴=肝 機能障害,胆 嚢ポリープを指摘されたこ

とがあるが,放 置していた.

現病歴:1990年2月 ピンクキャバ レーへ行った.5

月31日下着に血液に付着 しているのに気づく.翌 日当

院受診し,精 査加療 目的で入院となった.

入院時現症:体 格栄養中等度 胸腹部に異常を認め

ず.外 性器皮膚,陰 嚢内容,前 立腺は異常ないが,舟

状窩に2つ の半米粒大の乳頭状腫瘤あ り.ま た膀胱鏡

で,右 尿管口近 くにブ ドウ房状の腫瘤をいくつか認め

た.

入院時検査成績=末 梢血は正常 血液生化学検査で

GOT34KU/ml,GPT38KU/mlと 軽 度の肝機能

異常を認めた.血 沈は6mm/hour,HBs抗 原,血 清

梅毒反応はともに陰性.尿 沈査は赤血球1～2/hpfの

みであった.

以上より,尿 道尖形コンジローマ,膀 胱腫瘍の診断

にて,腰 麻下に手術を施行.膀 胱部に対してはTUR.

尿道部はハサ ミで切除した.他 の尿道には病変はなか

った,

病理組織所見:膀 胱腫瘍はTCCGI>G2,pTa.尿

道腫瘤は,尖 形 コンジローマの所見で,ク ロマチンを

豊富に含む,や や大型の核を持つ異型的な上皮が粘膜

を被ってお り,上 皮層は肥厚し,血 管結合織を伴って

乳頭状に発育していた(Fig.3).

膀胱腫瘍の再発予防として,術 後12日 目よりthe-

rarubicinの 膀注を開始した.ll月 現在どちらも再発

は認めていない.

症例2

患者:26歳,男 性

主訴:陰 茎腫瘤

既往歴:特 記すべきことなし

現病歴:1990年3月 ソープラソドへ行った.8月 に

入 り,陰 茎に小腫瘤が出現したため近医を受診.尖 形

コソジローマの診断で電気凝固術を施行された.し か

し,ふ たたび増大傾向を認めたため,9月19日 当院受

診 し,精 査加療 目的で入院となった.

入院時現症:体 格栄養良.胸 腹部に異常を認めず,

陰嚢内容,前 立腺に異常を認めないが,仮 性包茎であ

り,陰 茎包皮,亀 頭,冠 状溝 舟状窩に,尖 形コンジ

ローマ様腫瘤の多発を認めた(Fig.2).

入院時検査成績:末 梢血,血 液生化学検査に異常を
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認めず,HBS抗 原,血 清梅毒反応はともに陰性,尿

沈査も異常なし,

以上 より,陰 茎,尿 道尖形コンジローマの診 断に

て,環 状切除術,電 気凝固術,な らびに尿道部腫瘤の

ハサ ミでの切除を施行した,

病理組織所見:軽 いparakeratosisを 伴 って,表

皮のポリープ状の増殖が見られる.間 質は比較的狭 く,

水腫 と炎症性細胞の浸潤があり,細 胞異型は弱 く,核

分裂像も見 られない.尖 形 コンジローマの所見であっ

た(Fig.4).

術後10日 目に膀胱尿道鏡を施行したが,病 変は認め

なかった.ll月 現在再発は認めていない,

考 察

尖 形 コ ンジ ロー マ は,ヒ ト乳頭 腫 ウ イル ス6型 あ る

い は11型 の 感 染 に よって 発 生 し,感 染 は お もに性 交 に
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より起こり,性 行為感染症 とされ,感 染経路は詳細に

調べれば多 くは判明し,配 偶者の3分 の2が 同時に罹

患 しているといわれている.男 性では陰茎包皮,冠 状

溝,亀 頭に,女 性では大小陰唇,会 陰に,ま た男女の

肛門周囲に好発する1).

本邦 での尿道発生の報告は少なく,自 験例を含め17

例であるが,Knollら2)は,会 陰部尖形 コンジローマ

の うちM%に 尿道病変がみられるとしてお り,欧 米で

は本邦 より発生頻度が高いようだ.

症状は,尿 も刺激症状,尿 道出血,尿 線の異常など

であ り,ま た本邦報告例のほとんどが,本 例のごとく

外尿道口付近に発生しており,尿 道コンジローマの80

%は,外 尿道口より3cmの 遠位尿道にかぎられると

いわれていることから3),注 意深い観察で多くは発見

可能であろ う.ま た欧米では,い くつかの膀胱内に病

変がおよぶ報告があるが4),本 邦 ではみ られていない.

治療は,電 気凝固術が施行 された報告が多いが,

Dretlerら5)は,5FU軟 膏が非常に有効と報告して

お り,副 作用もほとんどなく,20例 中19例 に根治を見

たとしている・本邦では,電 気凝固術後の再発予防と

して,5FU軟 膏 の使用報告があるが6),わ れわれは
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病変部を切除 したため,再 発を認めた時に使用するこ

とにしていた.

泌尿器科医としては,尿 道に尖形 コンジローマを発

見した時に,膀 胱,全 尿道の検査 も必要だろう.し か

し,病 変播種の可能性もあることから,遠 位の病変が

完治した後の検査が望ましい.症 例1は 治療前に膀胱

鏡を施行し,偶 然膀胱腫瘍を発見したが,コ ンジロー

マを治療後検査すべきであったろう.

結 語

尿道に発生した尖形 コソジローマを2例 報告 し,若

干の文献的考察を加えた.

本論 文の要旨は,1990年12月 第473回 日本泌尿器科学会東

京地方会 において報告 した.
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